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置推定」「運転制御」のために地図の存在が非常に重要
になってきます（図1）。センサーだけで運用すると、
センサーに高い負荷がかかり、処理速度に影響が出ます
が、地図を組み合わせることで負荷を軽減することがで
きるというメリットがあります。また、地図があるとセ
ンサーが認識すべき道路標識等の地物をあらかじめ把握
することができ、センサーが届かない遠方の情報を先読
みすることができます。このように自動運転で重要な役
割を果たすのが高精度3次元地図データです。
　自動車メーカー各社が共通して使用できるように仕様
統一した基盤部分を「協調領域」と呼んでいます。自動
運転技術の開発を行うメーカーが各社各様で地図を作る
とコストがかかるため、基盤となるものを「協調領域」
として共同で使用するという思想のもと当社が設立され
た背景があり、一年をかけて仕様統一を実現しました。
　この「協調領域」の上で各社が独自性を図るための
「競争領域」があり、自動車メーカー各社や地図会社が

自動走行システムが読むための地図
　ダイナミックマップとは、長期間にわたって変化が少な
い静的な地図に、時々刻々と変化する動的データを合わ
せたリアルタイムな地図という「概念」を意味します。ダ
イナミックマップは、①路面情報などの「静的情報」、②
交通規制予定情報などの「準静的情報」、③事故情報な
どの「準動的情報」、④ITS先読み情報などの「動的情
報」の4層で構成され、弊社が作成する高精度3次元地図
データはダイナミックマップの中ですべての情報の基盤
となる静的情報の部分です。このデータは機械が読むた
めに作られているもので、カーナビゲーションシステム
の地図のように、人が目で見るものではありません。現
在、世界中で自動運転の研究・開発が進められており、
日本でも安倍首相が「2020年までに自動走行によって地
域の人手不足や移動弱者を解消する」と宣言したことが
大きな流れを生み出し、各社が研究を行っています。
　自動運転については、大きく分けると「地図は必要な
くセンサーやカメラだけで自動運転ができる」という意
見と、「地図は必要である」という意見の二つがありま
すが、弊社では「地図は必要である」と考えています。
　特に自動運転レベル3以上になると「先読み」「自己位
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（図1）自動運転レベルと高精度3次元地図の必要性

レベル5
（完全自動運転）

高度運転自動化（限定条件なし）

レベル4
（高度自動運転）

高度運転自動化（限定条件あり）

レベル3
（条件付き自動運転）

加速・操舵・制動をシステムが行い、
システムからの要請でドライバーが
対応する

レベル2
（部分自動運転）

渋滞時追従支援。⼀定の車間距離を
維持。車線逸脱を補正する。

レベル1
（運転支援）

前の車に追従（ACC）、自動ブレーキ、
レーンキープアシストを行う（LCAS）

レベル0 システムは、運転操作に関与しない
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AIが読む地図
「ダイナミックマップ」に

描かれる未来
～自動運転の実現から防災・インフラの整備まで～
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日々開発を行っています。

点群データを基にベクトルデータを生成
　高精度3次元地図データは、衛星測位、計測、図化、
統合という段階を経て完成します。衛星測位、計測は
GPSセンサーや6軸加速度センサー、カメラ、レーザー
スキャナーなどを搭載したモービルマッピングシステム
（MMS）で実際に走行しながら行い、点群データを収集
し、点群1点1点にはx、y、z座標が付与されます。そし
て、この点群データから自動走行車両が利用しやすいベ
クトルデータを生成しています。具体的には、路肩縁や
標識といった実際に存在する地物に加え、レーン中心線
などの仮想地物（現実にはないデータ）もベクトルデータ
化しています。今年度中に、国内の自動車専用道路・高
速道路のデータベース化を完了する予定です（写真）。
　2020年までに高速道路での自動運転可能な自動車の市
販化を各社が目指していますので、我々としてはそれに
合わせて今年度中にすべてのデータの納品を行う予定で
す。ただ、現況は常に変化しているため、この高精度3次
元地図データは、作成すると同時に劣化していきます。
　そのため、継続的に地図を更新していくための仕組み
づくりが重要であり、その体制を整えています。
　海外連携については、当社が設立された段階でドイツ
のグローバルなデジタル地図・位置情報提供サービスを
行っている「here（ヒア）」と協定を交わしており、連携
を模索しています。また、一番大きな市場である北米で

は積極的な事業展開を構想しています。実際にシリコン
バレーのデータを日本国内と同等の手法で作成し、高精
度な地図データを作成できることが実証できました。し
かし、我々が海外のデータを作成して、その更新まで行
うとなると、当然ながら人手が足りませんので、効率化
のための情報提供や情報交換など、さまざまな提携をグ
ローバルに行っていく必要があると考えています。例え
ば、準天頂衛星はアジア・オセアニア地区の上空にとど
まっているため、このエリアの今後の展開は特に可能性
が高いのではないかと感じています。我々としては、弊社
設立主旨の一つである「コスト低減」を図りつつ、安全な
社会づくりを世界中に広めていきたいという思いがありま
すので、国際標準を目指していきたいと考えています。

点群データとベクトルデータによって作成されたダイナミックマップ
写真提供：ダイナミックマップ基盤株式会社
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今後、多用途で活用できるデータを目指す
　自動運転技術の開発は国が推進する「Society 5.0」
（仮想空間と現実空間を高度に融合させたシステム）と
いう取り組みの一環として進められています。従来は膨
大な情報があっても技術の限界によって処理できないこ
とがありましたが、現在はビッグデータの収集・処理が
可能になり、新たなものが見えてくるという時代になり
ました。
　今は、自動運転を最優先に高精度3次元地図データの作
成を進めていますが、それ以外の分野への展開についても
積極的に検討を進めています。具体的に考えられるものの
一例としては「除雪」への活用があります。現在は、作業
者の経験に基づいて除雪車を走らせることが多いようです
が、後継者不足によるノウハウの消失と
いうリスクがあります。そこにダイナミッ
クマップを活用すれば、雪でガードレー
ルや車線が見えなくても安全に除雪車を
走らせることができると考えています。
　また、高精度3次元地図データ上では
電柱や地下埋設物などをセンチメーター
級の誤差で示すことができるようになる
ため、インフラの管理に活用すること
で、劣化状況の管理や点検コストの低
減、点検品質の維持と向上などに寄与
できる可能性もあると考えています。ま
た、データを活用して人の流れを解析し

たり、事故が多発しやすい構造の道路を解析するなどの
活用も今後考えられるでしょう。我々は高精度3次元地図
データの「多用途」というキーワードを重視していますの
で、防災・減災、インフラの維持管理などさまざまな分野
で使えるものを目指して行きます。
　今後は、一般道のデータ整備も計画しており（図
2）、これまでも述べたように多用途での活用可能性を
さらに広げるべく検討を始めています。これらの取り組
みでビッグデータとAIを組み合わせること、ヒトとヒ
ト、ヒトとモノ、モノとモノがつながっていくことで、
「Society 5.0」の世界が遠からずやってくると思いま
す。そのような世界において、我々が作成している地図
データが活躍できるのではないかと期待しています。

2017年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年～

メンテンナンス（一般道路）

一般道での自動走行：国内OEM

自動車専用道路での自動走行：国内OEM

一般道路　段階的整備
直轄国道／都道府県／市町村管理道路

仕様　ビジネスモデル
一般道路

メンテナンス手法検討 メンテンナンス（自動車専用道路）

初期整備
自動車専用道路：3万Km※1

◆Level.3　乗用車市販開始

◆Level.4　モビリティ・サービス開始

※1 リンク長（上下線合計距離）

（図2）今後の事業展開
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